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発表者 

 この研究自体は 3 年くらい継続して取り組んでおり、データの蓄積はしております。た

だ衛星の開発の方が忙しくなって研究全体が完全に発表できているかというとそういった

ことはなく、もちろん活用して頂けるようであればデータはいくらでもお出しすることは

できると考 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.5. 大型機器を対象とする衝撃試験法の一例 
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質疑応答 
質問者① JAXA 研究開発部門 柳瀬様 

発表頂いたようなレベルの衝撃試験は年間何回くらいあるのでしょうか。 

 

発表者 

 まず、サブシステムに対して衝撃試験を求められることはほぼありません。弊社では、

サブシステムを対象とした衝撃試験は 10 年以上実施していなかったと思います。今回サブ

システムを対象に衝撃試験を実施した目的は、衝撃によって機能に影響を与え得る有害な

アライメント変化が生じないことの検証です。 

 

質問者 

 衝撃試験条件は一般的には大型衛星だとパネルごとに一律何 G SRS のように定義される

と思いますが、発表のようなやり方では通過点に近いところは良いけれども遠いところは

満たせないというのは、分散して当てたということなのでしょうか。 

 

発表者 

 衛星システム構造モデルの衝撃試験時に、各取付点近傍にモニタ点を設けていまして、

それぞれ衝撃レベルを確認しております。そのレベルを超えるような条件として、個別に

印加しました。 

 

質問者 

 最後の質問ですが、事前調整の時、本物を置く前に本当にレベルが出るかを確認しない

といけないですが、これが大変だったのではないかなと思いました。 

 

発表者 

 システムに提供した構造モデルがございましたので、構造モデルを使いまして事前の確

認を実施しております。 
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質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 錘を落下させているのですが、これは例えばバネ等で加速を行うのですか？ 

 

発表者 

 基本的に振り上げる角度とアームの長さで衝突速度を決めています。あとは錘の質量で

印加する衝撃力が定まります。 

 

質問者 

 弊社は熊本大学の波多先生のところと一緒に衝撃試験をやることが多く、そこで色々経

験的な話として、エアガンもしくはバネで錘をぶつけるというやり方なのですが、一つポ

イントになるのが錘の衝突速度です。衝突速度が速いと内部に縦波の伝搬波が大きく出さ

せるので割と高周波を大きく出せます。ところがあの方式の欠点として、高周波の高いと

ころは高い衝撃を出せますが、低周波が出しづらいです。低周波を出そうとすると何をや

るかというと球のサイズを大きくする必要があります。そのため、全体を剛体的な動きを

させて低周波を出すというようなやり方になっています。その辺を考えると、実は錘をも

う少し小さくしてスピードを上げるというのもうまくバランスをとる方法なのかなという

コメントです。 

 

発表者 

 今後の参考とさせて戴きます。 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 今回の大きいサブシステムレベルでの衝撃試験はかなりチャレンジングなことなのです

が、事前にハニカムを使って軽量化を図って、所定のレベルを出せるかどうか解析を使っ

てこれくらいのサイズと厚みであればというのを行っているのでしょうか。あるいはエイ

ヤでこのような感じであれば出せるのではないかというやり方でしょうか。このあたりご

苦労されたと思いますので、差支えなければご教示いただければと思います。またこの装

置、大型サブシステムの衝撃試験装置ということで日本でもあまりないのですが、これか

らも運用されるのか、この試験が終わったら廃棄となるのか、どのようなお考えでしょう

か。 

 

発表者 

最初のご質問ですが、当初直接波だけではなく、ハニカムパネルの面内剛性を利用して、

反射波との共振を期待して設計解析しました。残念ながら、ハニカムパネルの減衰が予想

以上に大きく、直接波で試行錯誤を繰り返すことになってしまいました。本装置は面内に

衝撃を与えて面内・面外の衝撃試験条件を同時に満たす仕様ですが、その代償として時系
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質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 錘を落下させているのですが、これは例えばバネ等で加速を行うのですか？ 

 

発表者 

 基本的に振り上げる角度とアームの長さで衝突速度を決めています。あとは錘の質量で

印加する衝撃力が定まります。 

 

質問者 

 弊社は熊本大学の波多先生のところと一緒に衝撃試験をやることが多く、そこで色々経

験的な話として、エアガンもしくはバネで錘をぶつけるというやり方なのですが、一つポ

イントになるのが錘の衝突速度です。衝突速度が速いと内部に縦波の伝搬波が大きく出さ

せるので割と高周波を大きく出せます。ところがあの方式の欠点として、高周波の高いと

ころは高い衝撃を出せますが、低周波が出しづらいです。低周波を出そうとすると何をや

るかというと球のサイズを大きくする必要があります。そのため、全体を剛体的な動きを

させて低周波を出すというようなやり方になっています。その辺を考えると、実は錘をも

う少し小さくしてスピードを上げるというのもうまくバランスをとる方法なのかなという

コメントです。 

 

発表者 

 今後の参考とさせて戴きます。 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 今回の大きいサブシステムレベルでの衝撃試験はかなりチャレンジングなことなのです

が、事前にハニカムを使って軽量化を図って、所定のレベルを出せるかどうか解析を使っ

てこれくらいのサイズと厚みであればというのを行っているのでしょうか。あるいはエイ

ヤでこのような感じであれば出せるのではないかというやり方でしょうか。このあたりご

苦労されたと思いますので、差支えなければご教示いただければと思います。またこの装

置、大型サブシステムの衝撃試験装置ということで日本でもあまりないのですが、これか

らも運用されるのか、この試験が終わったら廃棄となるのか、どのようなお考えでしょう

か。 

 

発表者 

最初のご質問ですが、当初直接波だけではなく、ハニカムパネルの面内剛性を利用して、

反射波との共振を期待して設計解析しました。残念ながら、ハニカムパネルの減衰が予想

以上に大きく、直接波で試行錯誤を繰り返すことになってしまいました。本装置は面内に

衝撃を与えて面内・面外の衝撃試験条件を同時に満たす仕様ですが、その代償として時系

列データで比較すると、システム衝撃試験結果に対して 10 倍程度の過負荷となっています。 

 

二つ目のご質問ですが、シリーズ衛星があればそのまま使い続けることは可能ですが、

基本的には本コンセプトを生かした試験装置を開発し、次の衛星に適用する予定です。 
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